
都における困難な問題を抱える女性への支援の現状

令和６年７月

「困難な問題を抱える女性への支援のための施策の実施に関する東京都基本計画」

第２章に掲載した図表

※令和５年度の数値及び図表10から図表12までの令和６年4月１日時点の女性相談支援員の数については速報値
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１ 女性相談支援センターの現状
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（６） 女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた来所・出張・巡回による相談内容（令和５年度）
（図表15）
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（７） 女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた来所・出張・巡回の相談者年齢別内訳・・・・
（令和５年度）（図表16）
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１ 女性相談支援センターの現状

（１）女性相談支援センターの電話及び来所・出張相談数（実数）の推移（図表１）

4

令和４年７月から電話相談の受付時間を延長したこともあり、令和４年度以降電話相談の件数が大幅に増加し
ています。
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配偶者等との関係
の内訳

「職場近隣関係」の内容
元夫・恋人・知人等の暴力、その他
「医療（健康）関係」の内容
妊娠・出産、精神的問題、病気・医療、その他
「親族関係」の内容
親の暴力、子供の暴力、他の親族の暴力、その他
「職業関係」の内容
求職、解雇、その他

（合計45,735件）

１ 女性相談支援センターの現状

（２）女性相談支援センターが受け付けた電話相談の内容（令和５年度）（図表２）

職場近隣関係

7,759 

（17.0%）

医療（健康）関係

6,320 

（13.8%）

親族関係

5,547 

（12.1%）

配偶者等との関係

4,529 

（9.9%）

ストーカー被害

等

2,401 

（5.2%）

職業関係

674 

（1.5%）

住宅関係

373 

（0.8%）

犯罪被害

62 

（0.1%）

経済関係

360 

0.8%

帰住先なし

48 

（0.1%）

売春強要

1

（0.0%）

売春防止法第５

条違反

0

（0.0%）

その他

17,661 

（38.6%）

配偶者等の暴力

1635

（36.1%）

離婚の問題

915

（20.2%）

生活をともに

する交際相手

からの暴力

83

（1.8%）

保護命令

8

（0.2%）

その他

1888

41.7%

「職場近隣関係」が17.0％、「医療（健康）関係」が13.8％、「親族関係」が12.1％、「配偶者等との関係」
が9.9％となっています。その他には、近況報告等が含まれています。



（合計1,516件） 6

配偶者等との関係
の内訳

「親族関係」の内容
親の暴力、子供の暴力、他の親族の暴力、その他
「医療（健康）関係」の内容
妊娠・出産、精神的問題、病気・医療、その他
「職場近隣関係」の内容
元夫・恋人・知人等の暴力、その他
「職業関係」の内容
求職、解雇、その他

１ 女性相談支援センターの現状

（３）女性相談支援センターが受け付けた来所・出張相談の内容（令和５年度）（図表３）

配偶者等との関係

475 

（31.3%）

住宅関係

159 

（10.5%）

親族関係

88 

（5.8%）

医療（健康）関係

92 

（6.1%）

職場近隣関係

37 

（2.4%）

職業関係

14 

（0.9%）

ストーカー被害

等

7 

（0.5%

経済関係

14 

（0.9%）

売春防止法第５

条違反

1 

（0.1%）
売春強要

1 

（0.1%）

人身取引被害者

関係

1 

（0.1%）

犯罪被害関係

1 

（0.1%）

帰住先なし

38 

（2.5%）

その他

588 

（38.8%）

配偶者等の暴力

359 

（75.6%）

離婚の問題

65 

（13.7%）

生活をともにする交際相手

からの暴力

43 

（9.1%）

保護命令

3 

（0.6%）

その他

5 

（1.1%）

「配偶者等との関係」が31.3％、「住宅関係」が10.5％、「親族関係」が5.9％となっています。その他には、
女性自立支援施設へ入所中の方への出張相談等が含まれています。
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１ 女性相談支援センターの現状

（４）女性相談支援センターが行った一時保護件数（実数）の推移（図表４）

令和５年度の一時保護件数は単身が313件、母子（児童等を同伴して保護した女性）が167件となっています。
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DV（ドメスティック・バイオレンス） 264 

（55.0%）

住宅関係 130 

（27.1%）

親族関係 51 

（ 10.6%）

職場・近隣 20 

（ 4.2%）

妊娠・出産 2 

（0.4%）

ストーカー被害 5 

（ 1.0%）

人身取引被害者関係 1 

（0.2%）

売春防止法第５条違反 1 

（0.2%）

その他 5 

（1.0%）

「住宅関係」の内容
居所なし、病院退院
「親族関係」の内容
親の暴力、子供の暴力、
他の親族の暴力、その他

１ 女性相談支援センターの現状

（５）女性相談支援センターが行った一時保護の理由（令和５年度）（図表５）

「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」が最も多く、次いで「住宅関係」となっています。

（合計480件）
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親族関係

(親の暴力)

7

(38.9%)

住宅関係

10

(55.6%)

ＤＶ

1

(5.6%）

（20歳未満 計18件）

ＤＶ

68

(47.2%)
住宅関係

50

(34.7%）

親族関係

13

(9.0%)

職場・近隣

6

(4.2%）

妊娠・出産

2

(1.4%）

ストーカー被害

2

(1.4%)

生活困窮

1

(0.7%)

売春防止法

第５条違反

1

（0.7%）

その他

1

（0.7%）

（20歳代 計144件）

ＤＶ

84

(62.7%)
住宅関係

31

(23.1%)

親族関係

7

(5.2%)

職場・近隣

9

(6.7%)

その他

3

(2.2%)

（30歳代 計134件）

ＤＶ

111

(60.3%)
住宅関係

39

(21.2%）

親族関係

24

(13.0%)

職場・近隣

5

(2.7%)

ストーカー被害

3

(1.6%）

その他

2

（1.1%）

（40歳代以上 計184件）

１ 女性相談支援センターの現状

（６）女性相談支援センターが行った一時保護の理由（年代別）（令和５年度）（図表６）

20歳未満では「親の暴力」が多く、それ以外の年代では「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」が最も多
くなっています。
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（７）女性相談支援センターが行った一時保護在所日数の推移（令和５年度）（図表７）

1日～5日

112日

（23.3%）

6日～10日

63日

（13.1%）
11日～15日

65日

（13.5%）

16日～20日

58日

（12.1%）

21日～30日

84日

（17.5%）

31日以上

72日

（15.0%）

不明※

26日

（5.4%）

１ 女性相談支援センターの現状

「１日から５日」が多く、次いで「21日～30日」「31日以上」となっています。
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19.019.4

17.1
18.0

17.1
16.115.615.6

14.914.9

令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度令和元年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度平成２６年度

１ 女性相談支援センターの現状

（８）女性相談支援センターが行った一時保護の平均在所日数の推移（図表８）

令和５年度は平均在所日数は19.0日となっています。



（９）外国人の女性の一時保護の状況（図表９）

12

１ 女性相談支援センターの現状

直近３か年で21か国の外国籍の女性を一時保護しています。特にアジアの方の保護が多くなっています。

本人
同伴

家族
本人

同伴

家族
本人

同伴

家族
本人

同伴

家族
本人

同伴

家族
本人

同伴

家族

フィリピン 9 9 9 8 9 3 アメリカ 3 1 0 0 1 0

タイ 2 2 2 0 0 0 インド 0 0 1 1 0 0

中国 8 6 9 2 6 10 インドネシア 0 0 2 2 0 0

韓国 0 0 4 2 1 0 ネパール 4 4 0 0 2 0

台湾 2 1 1 0 0 0 パキスタン 0 0 2 0 1 0

バングラデシュ 1 1 0 0 5 2 ベトナム 5 4 2 2 2 1

ブラジル 0 0 1 0 0 0 モルドバ 1 2 0 0 0 0

ロシア 1 2 0 0 1 1 モンゴル 2 2 0 0 2 2

コンゴ 1 1 0 0 1 0 ガーナ 0 0 2 0 0 0

ペルー 0 0 1 1 2 4 シンガボール 0 0 1 2 0 0

ミャンマー 1 0 4 4 2 1 合計 40 35 41 24 35 24

令和３年度 令和４年度 令和５年度令和３年度 令和４年度 令和５年度
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区 市 西多摩福祉事務所・支庁

各年度の４月１日の人数

116 120 124 131 124 123 137 143 147 145

62 67 65
71 73 74

77 75 76 775
6 7

7 8 6
6 7 7 7

0

50

100

150

200
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平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

２ 女性相談支援員の現状

（１）女性相談支援員の人数の推移（区、市、西多摩福祉事務所・支庁別）（図表１０）

令和６年４月１日時点で、区、市、西多摩福祉事務所・支庁には女性相談支援員が229人配置されています。
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常勤139名

（60.7%）

非常勤90名

（39.3%）

常勤・非常勤

２ 女性相談支援員の現状

（２）女性相談支援員の雇用形態（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）令和６年４月１日時点（図表１１）

専任

47名

（20.5%）
母子・父子自立支援員兼務

182名

（79.5%）

専任・兼務

常勤が60.7％となっています。また、母子・父子自立支援員と兼務する女性相談支援員が79.5％います。
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3年未満 120名

（54.1%）3年から5年未

満 50名

（22.5%）

5年から10

年未満 43名

（19.4%）

10年から15年未満 7名

（3.2%）

15年から20年未満

2名（ 0.9%）

在職年数（区市）

3年未満 6名

（85.7%）

5年から10年未満

1名（ 14.3%）

在職年数（西多摩福祉事務所・支庁）

２ 女性相談支援員の現状

（３）女性相談支援員の在職年数（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）令和６年４月１日時点（図表１２）

区市、西多摩福祉事務所・支庁とも在職年数が３年未満の女性相談支援員が最も多くなっています。
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28,209
27,541

32,499
31,678

30,891
29,775

30,31530,706
30,189

電話・手紙 来所・出張・巡回

14,462 14,870 15,250 15,313 16,912 17,500 18,678 
15,323 14,984 14,769 

15,727 15,836 15,065 14,462 
13,979 14,178 

13,821 

12,218 13,225 12,565 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

27,334

２ 女性相談支援員の現状

（４）女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた電話・来所相談件数の推移（実数）（図表１３）

令和５年度の相談件数は、電話・手紙による相談が14,769件、来所・出張・巡回による相談が12,565件となっ
ています。
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配偶者等との関係
の内訳

（合計14,769件）

「医療（健康）関係」の内容
妊娠・出産、精神的問題、その他
「親族関係」の内容
親の暴力、子供の暴力、他の親族の暴力、その他
「経済関係」の内容
生活困窮、借金・サラ金、女性福祉資金
「職場近隣関係」の内容
恋人・知人等の暴力、その他

２ 女性相談支援員の現状

（５）女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた電話・手紙による相談内容（令和５年度）

（図表１４）

配偶者等との関係

6,561 

（44.4%）

医療（健康）関係

1,478 

（10.0%）
親族関係

1,442 

（9.8%）
経済関係

1,274 

（8.6%）

住宅関係

763 

（5.2%）

施設入所

472 

（3.2%）

ストーカー被害等

275 

（1.9%）

職場近隣関係

211 

（1.4%）

ホームレス

189 

（1.3%）

職業関係

139 

（0.9%）

犯罪被害関係

16 

（0.1%）

売春防止法第５条

違反

7 

（0.0%）

人身取引

被害者関係

3 

（0.0%）

売春強要

1 

（0.0%）

その他

1,938 

（13.1%）

配偶者等の暴力

3,795 

（57.8%）

離婚の問題

1,926 

（29.4%）

生活の本拠を共

にする交際相手

からの暴力

交際相手の暴力

284 

（4.3%）

保護命令

10 

（0.2%）

その他

546 

（8.3%）

「配偶者等との関係」が最も多く、そのうち「配偶者等の暴力」に関する相談が57.8％となっています。
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配偶者等との関係
の内訳

（合計12,565件）

「経済関係」
生活困窮、借金・サラ金、女性福祉資金
「医療（健康）関係」の内容
妊娠・出産、精神的問題、その他
「親族関係」の内容
親の暴力、子供の暴力、他の親族の暴力、その他
「職場近隣関係」の内容
恋人・知人等の暴力、その他

２ 女性相談支援員の現状

（６）女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた来所・出張・巡回による相談内容（令和５年度）

（図表１５）

配偶者等との関係

5,667 

（45.1%）

経済関係

1,734 

（13.8%）

医療（健康）関係

1,307 

（10.4%）

親族関係

1,152 

（9.2%）

住宅関係

604 

（4.8%）

施設入所

531 

（4.2%）

ホームレス

407 

（3.2%）

ストーカー被害等

170 

（1.4%）
職業関係

136 

（1.1%）

職場近隣関係

135 

(1.1%）

犯罪被害関係

12

（0.1%）

売春強要

6 

（0.0%）

人身取引

被害者関係

6

（0.0%）

売春防止法第５条

違反

5 

（0.0%）

その他

693 

（5.5%）

「配偶者等との関係」が最も多く、そのうち「配偶者等の暴力」に関する相談が54.7％となっています。

配偶者等の暴力

3,098 

（54.7%）

離婚の問題

2,003 

（35.3%）

生活をともに

する交際相手

からの暴力

208 

（3.7%）

保護命令

5 

（0.1%）

その他

353 

（6.2%）
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18歳未満（児童）

61 

（0.5%）

18歳～19歳

275 

（2.2%）

20歳代

2,449 

（19.5%）

30歳代

3,409 

（27.1%）

40歳代

3,138 

（25.0%）

50歳代

1,655 

（13.2%）

60歳以上

1,585 

（12.6%）

２ 女性相談支援員の現状

（７）女性相談支援員（区、市、西多摩福祉事務所・支庁）が受け付けた来所・出張・巡回の相談者年齢別内訳

（令和５年度）（図表１６）

30歳代、40歳代からの相談が多く、次いで20歳代、50歳代からの相談が多くなっています。



（１）女性自立支援施設の入所の状況（都内５施設及び全国から入所者を受け入れる都外にある女性自立支援施設）

（図表１７）
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平成２６年度平成２７年度平成２８年度平成２９年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳以上 計

３ 女性自立支援施設の現状

都内５施設の総定員は210名（一時保護委託分を含む）となっています。様々な年代の女性が入所しており、
20歳代が多い傾向にあります。



（２）女性自立支援施設の入所者の入所理由（令和５年度）（図表１８）

21

「住居問題」
公営住宅への入居、立ち退き等に関する相談等
「帰住先なし」
病院からの退院時の帰住先なし、ホームレス、家出等

住居問題33

(37.9%)

親の暴力13

(14.9%)
夫の暴力9

(10.3%)

帰住先なし9

(10.3%)

妊娠・出産7

(8.0%)

売春防止法第5条違反5

（5.7%）

売春強要4

（4.6%）

恋人の暴力3

（3.4%）

他の親族の

暴力2

（2.3%）

子の暴力1

（1.1%）

その他1

（1.1%）

３ 女性自立支援施設の現状

入所者の入所理由は、「住居問題」が最も多く、次いで「親の暴力」となっています。
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3月未満
３月以上

６月未満

６月以上

１年未満

１年以上

３年未満

３年以上

5年未満

５年以上

７年未満

７年以上

１０年未満
１０年以上

救世軍新生寮 70名 20名 1名 12名 5名 1名 1名

救世軍婦人寮 40名 11名 2名 2名 2名 2名 2名 1名

いずみ寮 40名 19名 3名 2名 3名 4名 2名 5名

いこいの家 40名 11名 1名 1名 9名

かにた婦人の村※２ 100名 14名 1名 1名 12名

計 290名 75名 4名 4名 6名 27名 9名 3名 9名 13名

慈愛寮※３ 40名 12名 5名 6名 1名

合計 330名 87名 9名 10名 7名 27名 9名 3名 9名 13名

施設名

令和６年

６月現在

入所者計※１

入所者の入所期間

定員※４

３ 女性自立支援施設の現状

（３）女性自立支援施設の入所者の入所期間の状況（令和６年６月現在）（図表１９）

慈愛寮を除く計では１年以上３年未満が最も多くなっています。

※１ 入所者以外に、定員の範囲内で一時保護の受入れを行っている。
※２ 全国から入所者を受け入れている都外にある女性自立支援施設
※３ 主に妊産婦を対象とする女性自立支援施設。入所者には、同伴児童の数は含まない。
※４ 居室の定員は、令和６年４月施行の「女性自立支援施設の設備及び運営に関する基準」において原則 １人とさ

れているが、既存の施設については、経過措置として改築までの間、従前の基準（４人以下） によることがで
きる。
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（１）困難な問題を抱える女性も対象となる都内の施設数（令和６年４月１日現在）（図表２０）

４ 関係機関の現状

施設名 施設の概要
女性の入居が

可能な施設数

母子生活支援施設 母子家庭の母子を対象に、自立の促進のための生活支援と退所後の相談、その他の援助を行う施設 33

自立援助ホーム
中学を卒業後、就職することにより児童養護施設等を退所した児童等に、生活指導等を行うことで社会的に自立

するよう援助する施設
16

更生施設
生活保護法に基づき、身体上又は精神上の理由により、養護及び生活指導を必要とする要保護者で、近い将来社

会復帰できる見込みのある人を入所させて保護する施設
3

救護施設
生活保護法に基づき、身体上又は精神上に著しい障害があるため、自分一人では生活することが困難な要保護者

を入所させ保護する施設
9

宿所提供施設 住宅のない要保護者の世帯に対して、住宅を提供するための施設 10

無料低額宿泊所
社会福祉法に規定する生計困難者のために、無料又は低額な料金で、簡易住宅を貸し付け、又は宿泊所その他の

施設を利用させる事業を行う施設
26(八王子市を除く)

障害者支援施設
障害者総合支援法に基づき、施設に入所する障害のある方に対し、入浴、排せつ及び食事等の介護、生活等に関

する相談及び助言その他の必要な日常生活上の支援を行う施設

 都内94

都外44

障害者グループホーム 障害のある方が地域住民との交流が確保される地域の中で、家庭的な雰囲気の下、共同生活を営む住まいの場  ー

様々な施設が困難な問題を抱える女性の支援を行っています。
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4,201 4,292 3,994 4,011 
4,991 

3,630 3,426 
2,757 2,372 2,757 

4,518 

5,625 

4,818 4,817 

4,967 

4,252 
3,912 5,196 

5,272 
5,196 

8,719 

9,917 

8,812 8,828 

9,958 

7,882 
7,338 

7,953 
7,644 

7,953 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

女性相談支援センター 東京ウイメンズプラザ

５ 配偶者等からの暴力防止対策等の現状

（１）女性相談支援センター及び東京ウィメンズプラザの配偶者等暴力相談件数（実数）（図表２1）

令和５年度の相談件数は、女性相談支援センターが2,757件、東京ウィメンズプラザが5,196件となっています。


